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広報しむかっぷは、震災復興型
カーボンオフセット用紙を使用
し、CO2削減事業ならびに東北
経済復興を応援しています。

中　央 占　冠 双珠別 トマム 出　生 死　亡 転　入 転　出
587人 65人 37人 639人 0人 1人 63人 26人

■人口・世帯数（６月末住民基本台帳登録数）
人口 男 女 世帯数
1,328人（+28） 679人（+12）649人（+16）956（+28）
  《うち外国人の人数　367人》　

　株式会社川端組（馬瀬戸祐則 代表取締役）
が地域貢献事業として、中央プール周辺の樹
木伐採作業を実施しました。作業前と比べて
プール周辺の見通しが良くなり景観がスッキ
リと美しく整いました。地域社会への貢献と
環境美化にご尽力いただきましたことに、深
く感謝申し上げます。
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【昭和38年：村の大きな決断】
　今から63年前。当時の占冠村が、17万7千円という大金（当時の大卒初任
給の約10倍の価格）を投じて一台のピアノを購入しました。それが、今回
トマムコミュニティセンターへやってきた「ヤマハＵ１Ｄ」です。子ども
たちの教育のために「本物に触れてほしい」という先人たちの強い願いが、
この一台には込められていました。

【平成９年：双珠別小学校の閉校と、止まった時間...】
　平成９年、地域に愛された双珠別小学校が閉校を迎えました。校舎から
子どもたちの歌声が消えた後も、このピアノは静かに学び舎の片隅で、村
の歴史を見守り続けてきました。

【令和８年：トマムの空に再び響く音色】
　そして今、このピアノは長い眠りから覚め、トマム地区の子どもたちの練習用として再び美しい音色を奏で始
めました。
　昭和、平成、令和と時代は変わり、双珠別で紡がれたメロディが、今度はトマムの地で、子どもたちの健やか
な未来を彩っていきます。

「昭和 38 年の音色を、令和のトマムへ」「昭和 38 年の音色を、令和のトマムへ」
～旧双珠別小学校のピアノが、地域の子どもたちのために再始動～～旧双珠別小学校のピアノが、地域の子どもたちのために再始動～


